



















































YtS = f (Lt) (1) 
という関係が成立する o ただし，1'> 0， f"< 0とする O 完全雇用水不ω
医用量 L*対応する生産呈を y*とすれば，y*=f (L*)となる。企業のリJ
Jb1における以辺化行動は，短期のj切 1 ，'lfIJì聞を ~~Ú大 lとすることであるコ
max. PiYtS-wtLt (2) 
-/l .J'(I'~均衡の Mî杭数量調整機椛






Lt = f-l (YtS) 










直力に等しい。 YtS<y*ならば Ltd=Ltであり ，Yts=y*であれば y，;.=f
wt "" ~ _...L. _ ， ~ Y'.1 /' W l 













なる o また物価上昇についても， sがゼロに等しくなければ期待物価は前期
に比べれば今期には小さくなっており，恒常的なインフレ期待は存在しない
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とあらわす口 ytdおよび Ytflは現在および将来の財の需要を示す口 Lo-LtS
および Lo-Lt~l は現在および将来の余暇を示している。またMt12 は次期 lDl
Aくにおいて保有する計両呈としての貨幣資産保有額である口このとき，効J日
開数の特性として，Utl> 0， Ut2> 0， Ut3> 0， Ut.> 0， Ut5> 0， Utl1< 















ρt;l Y t1 +Wt+1(Lo-Lt~l) + Mt12=Mt11 +mt11 (15) 
(16) Mt12> 0 
Mt は前期から持越した遊休貨幣である。 mtはj)1j期 l乙稼得した所得を示
す。 Mt11は資産需要であり，これは次期 lζ持越す遊休貨幣である o Yt;lは
FYZtf1をftlj約し((14)式)，また mt+lは YtfIを制約する (12)式)。さらに期待形

































=min {yd(Ytfl， P)-31t，mM{ytfI-Yt， 





汀が行なわれるものとする。既に述べたように，Pt;I-Pt = s (ρ*ーか)と
いう最も単純な期待調整関数を想定しよう。
pt+1-Pt=δ[yd(YtfI ， PtfI ， Mt+m~) -min {Yt!" f(Ld (竿~ )， 
‘ Pt ‘ Pt 
y*} ] ω  
叩 t+1-Wt = e [f-1 (ytS) -min {LtS (竺~)， L*} ] ifytS<y* 
Pt 
= e [Ld (一竿)-m仇 {LtS (竺!..)， L*} ]if ytS>y* ω 
P -Pt 













(ケース 1)失業下において，yd (Yt;l' ι ~) =min{yd (Yt:l' 
Pt 







_ dtt aYt;l 
d戸 S 8ytd < 0 












α=互主土=一一一一」 d >O 








dPI = ~ - a(S/pt) 
dyt 空主三一 θyd ，_. r:s-;< 0 
apt ~/ St ρt2 。(~)
Pt 
α3は完全雇用;1<準lこ対応する所得水準において α1と交わる。





向=一一一一一 むL 一 一 >0 。yd S ayd ('_D¥  -c' -aLd 
一一一一一一一立e( 1 -s) -f' U.L- ~~ 
a(かか2 叫 1 θヴ) Pt2 
となる。引は yt=y*の水準において α2と交わるつ
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第 1a図 !:i11 b図
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を求める口はじめに， Y 1: 1 = min {( 1ーα)yt+αy*， f(Ld (z:'t-)， y*} 
ρt 
S 





( 1ー α) (1-2竺土)
8Yt;1 


















(ケース 7) インフレ下において互主~=O の Pt-yt 平面上の軌跡を
θt 
求めるため，まず Yd (yt， Pt!h 三~)-f(Ld (竺~)) = 0のケースをな{定
Pt" ~" 'pt 
しよう o 解の傾きは，
8yd 
d主 8yt d .，." >0 
α dyt 8yd S _ ( ， _ Q¥ 8yd _ 1'" 8L ~一 (1-P)-2一一f 一一一一一一一
θ(お Pt2 f'/ 8Pt;1 8(竿げt2
Pt Pt 
となる。向は yt=y*において的交わる。
















0vd S~J' "̂ avd < 0 
J 一τ 一 (1 -s) ::: ，ー









3図のようになるo まず， α10α2t α6の三本の均衡線が交叉する点が完全
雇用水準以下に存在する場合が第 3a図に示してある口このJ易合，経済が完
全雇用水準以下にあれば，点EI乙収束する。期待形成が最も悲観的なケース
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(注 1) Hahn. F. and T. Negishi C 1962)。
(注2) Patinkin. D. (1965)。
(注3) Clower. R. W. (1965)。
(注4) Leijonhufvud (1968)。
(注5) Barro. R. ].. and Grossman. H. 1， (971)。
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